
脳

髄

ノ

循

環

血

量

並

－

一

酸

素

需

要

量

－

一

就

テ

（
昭
和
四
年
凶
月
十
六
日
受
付
）

京
都
品
市
岡
大
墜
密
接
部
整
形
外
科
撃
教
室
〈
伊
藤
教
授
指
導
〉

講
師

墜
皐
士

τ1::-
i::i 

盆

魚

－E
E
E

・J
口
H
H

、

緒

論

組
織
新
陳
代
謝
ノ
研
究
－
一
於
－
ア
重
大
ナ

Y
問
題
ノ
一
川
臓
器
ヲ
週
過
ス

Y
血
量
ノ
増
減
－
一
件
ヒ
酸
素
消
費
量
ノ
盤
化
ヲ
来
ス
カ
否
カ
ヲ
決

定
ス
ル
ニ
ア
ソ
。
比
問
題

A
従
来
主
ト
ジ
ア
筋
肉
及
ピ
顎
下
腺
－
一
就
－
ア
研
究
セ
ラ
レ

タ

y
。
顎
下
腺
－
一
就
ア

A

4

2
Nぞ
W
E
Ld
2
P
及
ピ

H
d
f
w
H
Y
E一
長
及
ピ

UH－－＝
のH
・
等
－
一
ヨ
ソ
ア
顎
下
腺
ノ
流
血
量
ニ
増
減
ア

Y
毛
並
（
酸
素
消
費
量
A

一
定
ノ
値
ヲ
保
ツ
毛
ノ
ナ

Y

コ
ト
誼
明
セ

ラ
Y
。
然
Y

一
一
筋
肉
新
陳
代
謝
ト
酸
素
供
給
者
タ
Y
流
血
量
ト
ノ
閥
係
－
一
就
－
プ
A

相
反
ス

Y
二
説
ア
リ
o
J
F
1
2
・N
P
H
・
A

酸
素
供
給
ノ
減
少
（
呼

吸
空
気
ノ
酸
素
分
座
低
下
、
「
ヘ
モ
グ
ロ
ピ
ン
l

一
減
少
、
通
過
血
液
量
ノ
減
少
）
－
一
件
ヒ
酸
素
消
費
量
ノ
低
下
ス

Y

コ
ト
ヲ
認
メ
、
顎
下
腺
ト
筋

肉
ニ
於
ケ

Y
此
相
違
ヨ

y
民
綜
ぞ
ア
川
川
一下
服
組
織
中
ノ
酸
素
分
煙
A

カ
ナ

y
高
ケ
レ
ド
モ
筋
肉
組
織
中
ノ
酸
素
分
極
A

殆
ド
零
ナ
リ
ト
推
論

セ
Y
0
・刀

グ
ジ
ア
ィ

2
5・
A

結
論
ジ
ア
臼
ク
「
晴
乳
動
物
ノ
臓
器
ヲ
其
酸
素
分
腿
－
一
針

ス
wy

闘
係
－
一
ヨ
リ
ア
ニ
群
二
分
ツ
ヲ
得
。
主
一

一
A

相

羽
的
酸
素
需
要
組
織

E
引己

Z
Z
。
ど，
C
T
王
将
｝
5
cc
z
z
ト
稀
ス
ペ
キ
モ
ノ
－
一
ジ
ァ
、
筋
肉
ヲ
其
定
型
的
ノ
モ
ノ
ト
ナ
ス
。
業
特
徴
ト
シ
ア

皐
グ
ク
グ
’
、

月
第
一
ニ
血
液
ノ
醍
素
分
肱
低
下
ス

Y

ニ
従
ヒ
酸
素
需
要
量
A

減
少
ス
u
y

ヨ
ト
、
第
一
一
ニ
該
臓
器
A

共
「
ェ

、不
Y
ギ

1
」
要
求
ア

酸
素
供
給
ニ
依
瀦
セ
ズ
ジ
ア
分
解
作
用
一
一
ヨ
ソ
ア
充
ス
ヲ
符
Y

コ
ト
、
第
一
ニ
ニ
前
述
ノ
性
質
ニ
ヨ

y
－
プ
ヵ
、

Y
臓
器
三
限
素
供
給
ヲ
遮
断
ス
w
y

モ
向
長
ク
刺
戟
興
奮
性
ヲ
保
持
ス

Y

7
符
Y

コ
ト
、
是
レ
賞
－
一
筋
肉
ノ
特
徴
ナ
リ
ト
ス
。
此
型
一
一
封
シ
ア
第
二
群
A

絶
針
的
酸
素
需
要
組
織

コゲ
］
庁
長
け
こ
ど
プ
ケ
ユ
一
三
三
出
。
2
0Z
ト
稀
ス
ペ
キ
モ
ノ
ニ
ジ
ア
腺
（
顎
下
腺
）
及
ピ
多
分
中
根
紳
経
系
統
モ
是
レ
ニ
一
周
ス
。
此
群
ノ
性
質
月
第
一

二
其
酸
素
需
要
量

A
限
素
分
座
ニ
聞
係
ナ
ク
、
第
一
一
－
一
式
臓
器

A
酸
素
需
要
ヲ
血
液
ノ
酸
素
供
給
－
一
依
タ
ズ
ン
バ
充
ス
能

A
ズ
、
第
二
一
ニ
斯
カ

Y
性
質

ヲ
ト
竹
ス

Y
ガ
故
ニ
酸
素
供
給
杜
絶
－
一
ヨ
リ
殆
ド
瞬
間
的
－
一
其
興
密
性
ヲ
前
夫
人
UY

モ
ノ
ナ
リ
」
ト
。

第
六
品
位

F『

原

著
、~

吉

金

/¥ 

（
第
四
減

二
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第
六
品
位

F司

原

著
〕

士口

盆

八．

（
第
凶
就

二
八
）

併
シ
乍
－
フ

J
1
d
E
r
－
－
ノ
読
－
一
反
シ
中
村
（
判
明
伊
藤
敬
授
）
ノ
研
究
ニ
ヨ
レ
バ
筋
肉
ノ
酸
素
需
要
量
A

通
過
血
液
量
ガ
或
Y

一
定
ノ
範
閣
内
－
一

ア
Y
閉
山
供
給
血
限
量
ニ
相
官
著
明
ナ
Y
鑓
化
ア

Y
ト
モ
常
－
二
定
ノ
値
ヲ
保
チ
、
通
過
血
液
量
ガ
或
Y

一
定
ノ
範
園
ヨ
リ
低
下
ス

Y

ニ
及
ピ

ア
初
メ
－
ア
〈

2
5・
ノ
説
ノ
如
グ
酸
素
需
要
量
A

供
給
血
液
量
－
一
順
ジ
ア
減
少
ス
ト
云
ヘ
リ
。
而
シ
－
7
F
h
M
E－
－
及
ピ
－

T
5
2
モ
中
村
ノ

説
ニ
賛
ス
。
氏
等
A

四
十
一
例
ノ
賞
駿
－
一
一
炉
、
ァ
中
村
ノ
説
ト
一
致
ス

Y
結
果
ヲ
得
h
y
p
o

而
シ
－
ア
氏
等
A

一
分
間
－
一
一
一
九
ノ
筋
肉
ヲ
通
、
過
ス

y
血
量

0
・
0
五
括
ヲ
以
－
プ
前
述
ノ
範
閲
ヲ
劃
セ

y
。
従
ツ
ア
供
給
血
液
量
此
範
悶
ヨ
ソ
減
少
セ
ザ
Y
間
二
一
於
ア
行
A

レ
ク

Y
貰
験
ノ
ミ
ヲ
以

47
債
値
ア
U
F

モ
ノ
ト
ナ
セ

y
。
向
氏
等
A
J
1
A
v
－－

2
・
ノ
貫
験
ノ
大
多
数
一
一
於
ア

A
通
過
血
液
量

A
唯
貰
験
ノ
始
メ
ノ
ミ
ニ
炉
、
ァ
限
界
値
以
上

ユ
ア

y
－
プ
、
業
他
－
一
於
－
7
A
常
二
限
界
値
以
下
一
一
ア

y
o
唯
一
貫
駿
例
－
一
於
－
Y
A
通
過
血
液
量
A
引
績
キ
比
較
的
高
位
ヲ
保
－
7

Y
ガ
故
－
一
此
質

験
ニ
於
－
Y
A
酸
素
需
要
量

A
殆
ド
常
一
二
定
ノ
値
ヲ
示
シ
、
向
叉
中
村
ノ
貫
験
成
績
－
一
一
於
－
プ
モ
遁
過
血
液
量
ガ
限
界
以
下
－
一
減
少
セ

Y
時－－

A

酸
素
需
要
量
モ
減
少
セ

Y

コ
ト
ヲ
指
摘
セ
η
ノ。

新
ク
ノ
如
ク
臓
器
ノ
酸
素
消
費
量
ト
通
過
血
液
量
ト
ノ
闘
係
－
一
就
ア

A
顎
下
腺
－
一
於
－
7
A
皐
説
ノ
一
致
ヲ
見
Y

モ
、
筋
肉
－
一
就
－
ア

A
向
相
反

ス
Y
二
説
ア

p
。
然
－
フ
バ

J
1
2・N
E－
ガ
其
官
能
ヨ
リ
ノ
推
論
シ
ア
顎
下
腺
ト
同
ジ
ク
絶
封
的
酸
素
需
要
組
織
ト
ナ
セ

Y
脳
髄
ノ
酸
素
需
要
ノ
性
質

A

果
シ
ア
如
何
。
然
Y

ニ
脳
髄
ノ
血
管
系
統
A

其
流
入
及
流
出
ノ
経
路
甚
ダ
複
雑
－
一
ジ
ア
循
環
血
量
ノ
測
定
困
難
ナ

Y
ガ
潟
メ
ニ
、
従
ッ
ア
一

定
附
間
内
ニ
於
ヶ

Y
酸
素
需
要
量
ア
測
定
ス

Y

コ
ト
頗
Y
困
難
ナ
Y
ヲ
以
－
プ
脳
髄
－
一
就
ア

A

其
報
告
極
メ
ア
僅
少
ナ

7
0
唯
侯

A
貫
験
的
－
一

脳
髄
ノ
血
液
供
給
量
減
ズ
レ
バ
葉
酸
素
消
費
量
モ
亦
著
シ
ク
滅
ズ

Y

コ
ト
ヲ
誇
明
シ
、
脳
髄
ヲ
以
－
プ
〈
。
見
守
ノ
所
謂
絶
劃
的
酸
素
需
要
組
織

ナ

y
ト
ス

Y
推
定
A

嘗
ヌ
ザ
U
Y

モ
ノ
、
如
シ
ト
云
ヘ
リ
。
侯
ノ
貫
験
A

犬
／
脳
髄
ヨ
リ
ノ
流
出
ス
U
Y

静
脈
ノ
大
宇
ア
結
鼓
シ
全
血
液
ヲ
縦
横
雨

静
脈
資
ノ
曾
合
所
タ

Y
後
頭
結
節
部
ノ
一
貼
ニ
誘
導
シ
此
蕗
－
一
穿
孔
流
出
セ
シ
メ
ア
一
定
尉
間
ノ
流
出
血
量
ヲ
直
接
計
算
ジ
ア
循
環
血
品
ア

求
メ
脳
髄
－
一
流
入
ス

Y
動
脈
血
ト
是
レ
ヨ

y
流
出
ス

Y
静
脈
血
ノ
酸
素
合
量
ヲ
バ
バ

1
ク
ロ
フ
ト
ノ
装
置
ヲ
以
ア
計
測
セ

Y

モ
ノ
ナ

y
。
之

－
一
様
リ
脳
髄
ノ
酸
素
消
費
骨
子
計
算
シ
、
脳
一

O
O克
－
一
一
割
ス

Y

一
分
間
ノ
消
費
量
四
二
ニ
ー
ー
七
・
七
括
ナ

Y
結
果
ヲ
得
、
此
消
費
量
A

循
環
血

量
ノ
減
少
ニ
ヨ

f
プ
モ
亦
血
液
ノ
酸
素
分
腿
低
下
ニ
ヨ
リ
ノ
ア
モ
共
ニ
著
シ
ク
減
少
ス

Y

モ
ノ
ユ
シ
ア
而
カ
モ
一
定
度
－
一
到
Y
迄
A

脳
髄
ノ
官



能
ヲ
害
ス
M
F

コ
ト
ナ
ジ
ト
云
へ

y
。

喜
一
貫
主
動
脈
陵
町
一

f
f
T寸
子
日
耕
i

J

4
引
一
一
汁
引
一
づ
一
一
一
判
引
「
引
↑

E
一一一一一一一一回一国主

一一一

7
2
7一
一
一
一
一
…
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

五
一
四
一
一
一
一

一一一一
一

一
日
一
一

一一
一
一
一
一
己
一
一
一
…
一

僕
及
ピ
杉
浦

第

表

酸

H』

fr 

五・六
五・
O
凶

一一・ニ
O

一・六
七
・
七
四

了

O
四

四・＝一
O

一一・六八
一・
0
0

七・七四
一・七四

A
1倒
ノ
第
二
回
報
告
第
一
表
ヲ
見
M
Y

－
－
一
貫
験
動
物

ユ
就
キ
僅
々
二
、
三
回
ノ
醍
素
消
費
量
ノ
計
測
ヲ
行
へ

Y

二
週
ギ
ズ
。
例
ヘ
バ
第
二
例
ニ
於
－
プ
ハ
動
脈
燃
一
一

O
粍

（
水
銀
）
ノ
ト
キ
、
次
－
一
七
四
粍
ノ
ト
キ
、
最
後
三
ニ
六
粍

ノ
ト
キ
各
々
一
回
宛
ノ
測
定
ヲ
行
ヒ
タ
Y
ノ
ミ
ニ
ジ
ア
、

又
第
三
例
ニ
一
於
ア
A

動
脈
腿

一
一
二
粍
ノ
ト
キ
及
ピ
二
人

粍
ノ
ト
キ
各
々
一
回
宛
併
セ
ア
唯
二
回
ノ
酸
素
消
費
量
測

定
ヲ
行
へ

Y

－
一
週
ギ
ズ
。
ヵ
、
y
賓
験
－
一
ヨ

y
－プ
A

動
脈

陵
高
位
－
一
在
Y
時
ト
其
著
ジ
ク
低
下
し
ν
タ
Y
時
ト
F

問－一

介
在
ス

Y
動
脈
煙
ノ
時
ニ
於
ヶ
Y
酸
素
消
費
量
ヲ
詳
細
－
一

知
Y
7
得
ズ
。
何
故
一
一
斯
ク
ノ
如
ク
一
貫
験
例
ニ
一
於
－
プ
僅

々
二
、
三
回
ノ
測
定
ヲ
行
ヒ
タ
Y

ニ
過
ギ
ザ
Y
カ
ヲ
考
フ

y

＝
、
侯
ノ
賓
験
－
一
一
於
－
ア
λ

犬
ノ
後
頭
結
節
部
－
一
一
於
ア
直

純
凡
ソ
八
密
米
ノ
穿
顧
器
ヲ
以
－
ア
穿
孔
ジ
、
党
（
骨
管
－
一
過

ス
Y
太
サ
ノ
ノ
金
属
管
ヲ
蹴
入
ジ
、
其
管
端
－
一
A

一知キ

「
プ

ム
」
管
ヲ
附
シ
、
一
時
並
一
管
口
ヲ
閉
鎖
シ
、
大
竿
ノ
脳
髄
ヨ
リ
流
出
ス
M
Y

静
脈
ノ
結
梨
完
了
ス

Y

ト
殆
ド
同
時
－
一
合
同
管
端
ヲ
開
放
シ
、
管
端

ヨ
リ
涜
出
ス

y
’
m液
量
ヲ
測
定
ス

Y
毛
ノ
ニ
シ
ア
、
賓
験
中
比
較
的
多
量
ノ
血
液
A

刻
々
此
穿
孔
ヨ

p
洗
出
シ
去

y
、
官
験
動
物
A

比
較
的
知

第
六
Ae

F『

原

善、4

吉

盆

,1、

（
第
川
競

二
九
）



第
六
巻

F『

原

著
』」

士口

盆

i¥. 

附

（
第
間
放

。、J

時
間
ニ
ジ
F

プ
衰
弱
紫
苑
ス

Y

モ
ノ
ニ
ア
ラ
ザ
Y
カ
ヲ
疑
A

ジ
ム
。
従
ツ
ア
一
貫
駿
例
－
一
一
炉
、
－
プ
僅
々
二
乃
至
三
回
ノ
酸
素
需
要
量
ノ
測
定
ァ
行

ブ
ヲ
得
Y

三
過
ギ
ザ
Y

ニ
非
ズ
ヤ
ト
思
A

Y
。

刑
制
、

F
i
z
z－
及
ピ
！
T
E
a
s
A
筋
肉
ニ
於
－
プ
葉
酸
素
需
要
量

A

供
給
胤
液
量
ガ
或
Y

一
定
ノ
絡
閣
内
ヨ
ソ
減
少
セ
ザ
Y
間
A

獲
化
セ

ザ
Y

モ
、
供
給
血
液
晶
照
ガ
其
限
界
ヨ
リ
減
少
セ

Y
時
－
二
酸
素
需
要
量
A
供
給
血
液
量
－
一
説
行
シ
ア
減
少
ス

Y

コ
ト
ヲ
立
読
セ
内
ノ
。
夜
二
一
炉
、
4
7
ノ

カ
脳
髄
－
一
一
於
ア
モ
葉
酸
素
一両
要
量
A
供
給
血
液
ガ
或
Y
程
度
迄
減
少
ス

Y
迄
A

一
定
ノ
値
司
ノ
保
チ
、
供
給
血
液
ガ
或
Y
限
界
ヨ
リ
減
少
セ
山
戸
時

A
酸
素
需
要
量
A
供
給
血
液
量
ニ
並
行
シ
ア
減
少
ス

Y

モ
ノ
ニ
ア
ラ
ザ
Y
カ
ト
イ
フ
疑
問
生
ズ
。
今
侯
ノ
第
三
例
X

A

第
五
例
－
一
於
ケ

Y
第

一
回
及
ピ
第
二
回
測
定
時
－
一
於
ケ
グ
血
慨
及
ピ
行
現
卵
量
－
二
相
互
間
甚
ダ
著
シ
キ
差
異
ア

y
－
ア
而
カ
モ
第
二
回
測
定
時
－
一
於
ア
λ

血
脈
一脈

メ
テ
低
キ
ガ
故
－
一
動
物
A

著

ν
ク
衰
弱
ジ
牌
－
一
一
姥
死
セ
ン
ト
ス

Y
時
一
一
近
キ
コ
ト
A

推
定
ス

Y

ュ
難
カ
ヌ
ズ
。
従
ツ
ア
第
二
回
測
定
時
ニ
於

ア
A

循
環
印
量
ガ
低
ニ
或
Y
限
界
ヨ
リ
ノ
減
少
シ
ヲ
リ
従
ッ
ア
酸
素
需
要
量
モ
減
少
セ

Y

モ
ノ
ζ

ア
ラ
ザ
Y
カ
ヲ
疑
A
シ
メ
、
斯
ク
ノ
如
キ
高
血

陀
時
ト
甚
ダ
低
キ
血
腿
時
ト
唯
二
円
ノ
ミ
酸
素
需
要
量
ノ
測
定
ア
行
ア
コ
ト
ノ
ミ
ニ
依
ツ
ア
酸
素
需
要
ノ
型
式
ア
決
定
セ
ン
ト
ス

Y
A

聴
率

ノ
識
ヲ
兎
ガ
レ
ズ
ト
思

A

Y
。
併
ジ
乍
－
フ
侯
ノ
第
二
例
一
一
於
－
プ

A
第
一
回
及
ぜ
第
二
回
測
定
時
ノ
血
眼
及
ピ
循
環
血
量
ヲ
比
岐
ス

Y

－
一
、
第

一
一
回
ノ
血
腿
及
ピ
循
環
血
量
A

向
相
営
度
－
一
在

7
7
未
ダ
一
定
ノ
限
界
ヨ
リ
モ
減
少
セ

Y

モ
ノ
ト
訟
ム

Y
ァ
得
ズ
。
然
M
Y

－
－
雨
測
定
時
－
一
於

ケ
Y
酸
素
需
要
量
一
一
鐙
化
ア
見
U
F
O

従
ッ
ア
唯
此
一
貫
験
例
ヨ

y
推
定
ス
V

バ
脳
髄
ノ
酸
素
需
要
量
A

循
環
血
量
－
一
並
行
シ
ア
減
少
ス

Y
毛

ノ
ト
認
ム

Y
ア
得
U
Y

モ
、
他
ノ
線
ア
ノ
賓
験
例
ヨ

y
ジ，プ

A
侯
ノ
所
設

A
人
ア
ジ
ア
首
肯
セ
ジ
ム

Y

コ
ト
充
分
ナ

y
ト
謂
プ
ヲ
符
ザ
Y

ペ
ジ
。

悲
ニ
一
於
4

プ
カ
脳
髄
ノ
酸
素
需
要
量
A

循
環
血
量
ノ
減
少
ス

y
ト北（

迄
A

脳
髄
ノ
酸
素
需
要
量
一
定
ニ
ジ
－
プ
、
或
U
F

程
度
迄
循
瑳
血
量
滅
少
Uν

タ

y
時
始
メ
－
プ
酸
素
需
要
量
ノ
減
少
ヲ
来
ス
毛
ノ
ナ
山
F

カ
、
業
何
V

ナ
Y
カ
A

術
疑
問
ト
む
と
プ
残
M
Y

ペ
シ
。
余
A

此
疑
問
ヲ
解
決
ス
U
Y

目
的
ア
以
－
ア
以
下
記
述
ス

Y

ガ
如
キ
貫
駿
ヲ
行
へ
内
ノ
。

賓

験

方

法

（
第
－
）
踏
循
境
血
量
測
定
法



民
A

犬
ノ
脳
髄
ヨ

y
流
出
ス
w
y

静
脈
ノ
大
竿
ヲ
結
紫
ジ
後
頭
耕
節
部
－
一
孔
ヲ
穿
テ
ア
之
ヨ
リ
大
部
分
ノ
脳
髄
ヲ
通
過
セ
M
F

血
液
ア
流
出
セ

ν
メ
ア
一
定
時
間
ノ
流
出
量
ヲ
直
接
計
算
シ
タ
Y
ガ
、
余
川
犬
ノ
一
側
ノ
脳
髄
ヨ
？
流
出
ス

Y
頭
部
静
脈
ヲ
除
キ
ア
他
ノ
大
部
分
ノ
脳
髄
ヨ

9

流
出
ス

Y
静
脈
ヲ
結
致
シ
二
側
ノ
結
裁
ヲ
行
ハ
ザ
Y
頭
部
静
脈
ノ
流
血
量
ヲ
測
定
シ
ア
脆
循
環
血
量
ヲ
求
メ
タ

y
。

犬
ノ
静
脈
系
統
－
一
就
キ
ア
A

余
λ

周
削
ノ
研
究
－
一
準
懐
シ
－
プ
賓
駿
ヲ
行
ヒ
タ
ソ
。
今
犬
ノ
鵬
静
脈
系
統
－
一
就
キ
余
ノ
賞
験
－
一
必
要
ナ
Y

範

周
ニ
於
－
プ
簡
単
－
一
過
プ
ペ
ジ
。

脳
髄
ヲ
謀
説
セ
w
y

静
脈
血
λ

総
－
プ
勝
静
脈
賓
一
一
集
リ
ノ
・
究
J

プ
頭
蓋
腔
ヲ
出
J

プ
、
心
臓
方
向
二
時
流
ス

Y

モ
ノ
ナ
リ
。

左
ニ
主
ナ
M
Y

脂
静
脈
資
及
ピ
ソ
レ
ヨ
リ
ノ
頭
蓋
腔
外
－
一
流
出
ス

Y
静
脈
一
一
就
キ
記
述
ス

Y

一一、

（
一
）
、
杭
資
丹
後
頭
骨
ノ
内
面
、
小
脳
ノ
骨
性
天
幕
ノ
基
底
部
中
ニ
ア

Y
骨
性
横
管
中
ニ
炉
、
テ
内
後
頭
結
節
部
－
一
始
マ

y
、
管
中
ア
外
走

ジ
骨
性
管
ノ
終
Y
ト
同
時
一
一
横
溝
－
－
移
行
し
v
、
間
モ
ナ
ク
岩
拭
櫛
／
後
端
－
一
到
－
ア
バ
上
下
ノ
二
脚
ト
ナ
Y
。
其
ノ
上
脚
A

横
笠
ノ
水
平
部
ノ
走

行
ア
持
絞
ジ
岩
鱗
資
ト
？
”
ノ
究
デ
顕
頼
道
ヲ
通
過
ジ
ア
頭
蓋
腔
外
ニ
出
デ
外
頚
静
脈
ト
ナ
M
Y

。

某
ノ
下
脚
ハ
岩
吠
櫛
ノ
後
端
内
側
－
一
ア
口
内
字
肢
資
一
一
移
行
ジ
バ
宇
肢
博
中
ヲ
下
日
ノ
後
一頭
骨
ノ
慨
扶
突
起
ノ
内
面
－
一
在
Y
骨
管
中
ニ
入
リ
直

チ
ニ
下
岩
様
賃
ア
号
察
ジ
克
－
一
骨
管
中
ヲ
下
リ
管
ヲ
出
デ
、

脊
柱
静
脈
資
一
一
移
行

ス
。

合
己
、
資
連
合
A

内
後
頭
結
節
部
ノ
骨
管
中
－
一
在

y
、
左
右
ノ
椛
資
ノ
曾
令
部
－
一
シ
テ
同
時
－
一
上
矢
川
氏
及
ピ
寵
資
ノ
二
者
モ
之
－
一
合
流
ス
。

（
三
）
、
上
矢
版
丘
、
矢
賊
縫
合
ノ
内
面
二
相
常
u
v
e
ア
後
走
ジ
賢
建
合
ニ
入

y
o

（
四
）
、
下
矢
賊
賓
A

大
勝
鎌
下
線
ノ
後
竿
－
一
ア

y
後
走
シ
ア
直
資
ノ
前
端
－
一
入

y
u

（
五
）
、
直
賓
A

大
勝
鎌
ノ
小
脳
天
幕
附
着
部
ヲ
後
走
U
J

資
連
合
－
一
入

y
。

（
六
）
、
海
綿
貧
弱
小
、
主
ト
シ
ア
眼
静
脈
ヲ
受
容
シ
之
－
一
向
ホ
下
大
勝
静
脈
ノ
一
小
部
ヲ
受
ク
。

（
七
）
、
環
状
貧
弱
小
。

（
八
）
、
上
岩
様
資
A

比
較
的
大
－
一

uv
－
プ
下
岩
様
賓
ト
殆
ド
同
大
ナ

y
、
海
綿
資
ノ
後
端
－
一
始
？
リ
岩
航
櫛
一
一
泊
ヒ
後
走
ジ
山
内
字
航
空
頁
ノ
上
端

第
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第ー園（Fig.1) ( nach Hirota) 

en毎回論交附悶＝擦ノレ．射線古I］内ノ、第三国＝相常ス．）
(Der schr3tlirete Bez irk entspricht der 1弘；.:l.) 

I上矢状 fl(Sinus sagit. 8np.) 14.内頚静脈（V.j時.int.) 

2.資連合（ConH.sin.) 15.外頚静脈（V.j昭.ext.) 

3.横 錠（吋!llllStr阻止）

4 直 E寒川i11.rect.) 
九，海・綿 資（:Sin.c:n・er.) 

。t岩様資（メin・1附t.Sil｝、）
7. s 字以ー資（Sin.,;igm.1 
8.下れ様白川in.pet. inf.) 

。岩 鱗 ft (.Sin. petroso刊日・）

10.後頭骨／!f,fi状突起内部＝アノし骨管
(Kana! im仁ondy.occip.) 

11・脊柱静脈 fi（凡in.colnm. verte1'.) 

12.椎骨静脈 （V. verteb.) 

J:l.畝顕遺（＼fea1nstemp.) 

16.内顎静脈（V.ruax. int.) 

Ii. 中破脳膜静脈（V.menin耳.med.) 

18.翼状静脈（V.pterygoidea) 

HJ.上限静脈（V.ophthalm.叩 p.)

20. 上下雨Dl静脈問ノ交遁（~ommnnication
d. V. ophth. snp. und inf.) 

21.下眼静脈（V.ophtha!m. inr.J 

22.下目艮静脈ト下限寓静脈問ノ交遁
(Communication d. V. ophth. in「.nnd 
V. infraorb.) 

23. 下目艮寓静脈（V.infraorbit.) 

24. 前顔静脈深恨印刷rnsprof. V. fac. ~nt.) 

25.前顔静脈（¥'. fac. ant.) 
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－－入
y
。

（
九
）
、
下
岩
様
貨
A

海
綿
貫
ノ
後
端

－一
始
？
M

戸
、
其
初
部
－
－
於
－
7
暫
時
頒
動
脈
管
ヲ
経
テ
次
－
一
岩
版
部
ト
後
頭
骨
恭
庇
部
ノ
問
－
一
在
Y
骨
性

管
中
ヲ
後
走
シ
此
ノ
管
ヲ
出
デ
間
モ
ナ
ク
後
頭
骨
蝶
朕
突
起
ノ
内
部
－
一
在
u
y

骨
管
中
－
一
入
廿
ノ
蕊
ニ
於
－
7
S
字
航
費
ノ
下
部
－
一
入

y
、
即
チ
犬

ノ
後
一
頭
骨
酬
明
批
突
起
ノ
骨
質
内
ニ
於
ア
A

三
叉
斌
ノ
骨
管
ア

y
－
プ
メ
字
蹴
貰
A

後
上
方
ヨ
リ
之
－
一
入

y
管
中
ヲ
下
方
－
一
通
過

ス
、

而

シ
ア
下

岩
様
質
二
削
方
ヨ

y
之
ニ
合
流
ス

Y

モ
ノ
ナ
リ
ノ
。

（
十
）
、
岩
鱗
襲
。
起
始
、
走
行
開
口
A

横
資
ノ
水
平
部
ノ
健
下
妻
照
。

上
遁
脳
静
脈
賓
ヨ
リ
y
頭
蓋
腔
外
－
一
流
出
ス

Y
静
脈
A

外
頚
静
脈
、
脊
柱
静
脈
賓
、
内
頚
静
脈
、
上
限
静
脈
及
ピ
下
限
静
脈
ノ
五
－
一
ジ
ア
、
就

中
外
頭
静
脈
及
ピ
脊
柱
静
脈
資
A

強
大
ナ

Y
横
賓
－
一
集
マ

y
タ
M
F

血
液
ノ
流
出
路
由
一
シ
－
プ
頭
葉
腔
ヨ
リ
続
出
ス

Y
脂
静
脈
ノ
二
大
主
要
路
ト

云
フ
ア
得
ペ
シ
。

此
二
大
主
要
路
A

段
通
ノ
加
ジ
。
向
他
ノ
三
管
二
杭
キ
ア
下
越
ス
ペ
シ
。

（
一
）
、
内
頭
静
脈
。
海
綿
資
ノ
後
部
－
一
後
シ
、
内
頚
動
脈
－
一
件
ヒ
頚
動
脈
管
ヲ
下
リ
ノ
動
脈
ト
共
－
一
顧
髄
骨
ノ
頚
静
脈
孔
ヲ
経
－
ア
頭
蓋
膝
外
－
一

出
グ
。
（
二
）
、
上
眼
静
脈
。
内
皆
部
－
一
於
－
プ
鼻
前
頭
静
脈
ト
ジ
ア
限
案
内
－
一
入

y
上
斜
筋
ノ
眼
球
附
着
臆
ノ
ト
一
方
ァ
後
方
－
一
越
エ
ア
上
版
除
翠
筋

ト
上
斜
筋
ノ
間
ヲ
後
走
ス
、
途
中
下
限
静
脈
－
一
向
ッ
ア
大
ナ
Y
交
通
枝
ヲ
分
岐
ジ
究
デ
筋
骨
静
脈
ヲ
受
容
シ
、
然
Y
後
更
－
一
後
走
ジ
ア
上
限

除
奉
筋
及
ピ
上
直
筋
ノ
起
始
部
ノ
上
方
ヲ
外
方
－
一
越
エ
ア
直
チ
－
一
一
夜
腺
静
脈
ヲ
受
容
ジ
更
ュ
下
限
静
脈
ヲ
併
セ
遂
－
一
上
限
寓
裂
構
ヲ
経
テ
海

綿
貫
ノ
前
端
－
一
入

y
。

（
三
）
、
下
眼
静
脈
A

下
直
筋
及
ピ
下
斜
筋
ノ
眼
球
附
着
部
ノ
透
二
始
マ
リ
下
直
筋
ノ
下
面
二
沿
ヒ
後
走
シ
同
筋
ノ
起
始
部
ニ
到
η
ノ
外
方
一
一

轄
ジ
上
肢
静
脈
－
一
合
ス
。

郎
脳
髄
ア
濯
概
セ
M
Y

静
脈
血
ノ
頭
蓋
腔
外
－
一
流
出
ス
U
Y

通
路
A

以
上
五
管
－
一
ジ
ア
、
海
綿
賓
ト
鼻
静
脈
ト
ノ
交
通
路
及
ピ
頭
蓋
骨
導
血
管
等

第
六
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第
六
巻

F「
原

箸

士口

盆

i¥. 

ノL

（第
凶
減

三
間
）

月
認
メ

ク
レ
ザ
Y
ナ
リ
ノ
。
故
ニ
比
五
管
ァ
結
梨
又
A

封
鎖
ス
V

バ
脳
静
脈
血
ノ
頭
蓋
路
外
一
一
逸
出
ス

Y
ヲ
完
全
－
一
阻
止
ス

Y

ヲ
待
Y
ナ
リ
。

以
下
順
ヲ
迫
ク
ア
上
越
五
静
脈
ノ
結
紫
又
A

封
鎖
ノ
方
法
ア
遮
ペ
ン
。

（
一
）
、
外
頚
静
脈
。
外
頭
静
脈
ニ
沿
ヒ
上
方
－
一
連
シ
耳
下
腺
ア
切
開
ジ
ア
内
方
－
一
入

y
二
腹
顎
筋
ァ
切
断
シ
、
内
顎
静
脈
及
ピ
翼
朕
静
脈
合

流
部
ノ
上
方
ニ
於
－
プ
結
紫
ス
。

会
己
、
脊
柱
静
脈
資
ω
S
字
放
賀

川
後
頭
骨
酬
明
斌
突
起
ノ
内
面
－
一
在
Y
骨
管
中
ニ
入

y
直
チ
ニ
下
岩
様
策
ヲ
号
容
ジ
夏
一
一
骨
管
中
ヲ
下

y

管
ヲ
出
デ
、
脊
柱
静
脈
貫
一
一
移
行
ス
。
人
ホ
A

侯
ニ
倣
ヒ
後
頭
骨
楳
扶
突
起
ニ
穿
孔
シ
叫
円
字
吠
資
及
ピ
下
岩
様
賓
合
流
部
ノ
庇
下
洗
一
一
於
－
プ
骨

管
ア
蝋
ヲ
以
ア
閉
鎖
シ
脊
柱
静
脈
資
ヨ
リ
ノ
頭
誰
腔
外
ニ
出
グ
Y
血
流
ヲ
阻
止
シ
タ

y
。
此
手
術
々
式
A

項
部
正
中
線
－
一
皮
切
ヲ
加
へ
項
部
筋

肉
ヲ
正
中
線
ヨ

y
約
二
糎
外
方
－
一
於
ア
切
同
シ
－
プ
内
方
－
一
入
レ
バ
容
易
一
一
後
頭
骨
載
域
ノ
関
節
部
－
一
建
ス
ペ
ク
、
其
側
万
－
一
於
－
プ
関
節
膜
ヲ
開

ケ
バ
夜
チ
ニ
慨
朕
突
起
ア
見
出
ス
ヲ
件
υ

頭
部
ア
前
額
ト
鼻
背
ア
遁
ズ
Y
面
ガ
水
平
面
ト
約
七

O
l八
O
反
ヲ
ナ
ス
如
キ
角
度
－
一
置
キ
ア
、

直
径
二
！
三
粍
ヲ
有
ス

Y
錐
ヲ

mm蹴
突
起
ノ
前
部
－
一
於
－
ア
水
平
面
一
一
殆
ド
垂
直
一
一
営
干
ノ
、
穿
孔
ス
レ
バ
容
易
ニ
上
記
三
管
曾
合
所
ノ
直
下
流

ニ
相
営
ス

Y
骨
管
部
一
一
一
通
ス

Y

ヲ
符
υ

穿
孔
完
了
ス

Y

ヤ
否
ヤ
血
液
A

業
孔
ヨ
り
烈
ジ
キ
勢
ヲ
以
－
プ
湧
出
ス
、
余
モ
亦
侯
一
一
倣
ヒ
…
制
（
白
…
附
四

届
桃
油
一
ヲ
混
ぜ
シ
モ
ノ
）
ヲ
比
孔
ヨ
リ
ノ
消
息
子
ァ
以
－
プ
魅
入
シ
ア
充
分
骨
管
－
一
充
タ
セ

y
。

（三
）
、
内
顕
静
脈
A

鮪
静
脈
孔
ノ
庇
下
一
一
於
－
ア
椎
骨
静
脈
ガ
載
域
ノ
．
横
孔
一
一
入
ラ
ン
ト
ス
U
Y

箇
所
ト
強
大
ナ
Y
交
通
ヲ
替
ム
。
此
ノ

安一
辿

ノ
箇
所
ヨ
リ
上
流
－
一
於
ア
内
頚
静
脈
ア
結
集
ス
U

F

A

困
難
ナ
Y

ヲ
以
，
ァ
、
比
ノ
交
通
ノ
庶
下
流
一
一
一
於
－
ア
内
顕
静
脈
ア
結
設
シ
、
同
時
ニ
内
頚
静

脈
ト
推
骨
静
脈
ト
ノ
交
通
路
ヲ
モ
結
紫
ス

v

f

可
ナ

y
。
此
ノ
手
術
々
式
A

耳
殻
下
－
一
於
－
ア
頚
部
－
一
縦
－
一
皮
切
ヲ
施
シ
、
筋
肉
ヲ
開
キ
ア
内
方

－一達

ス
V

バ
容
易
ニ
内
頚
静
脈
ヲ
見
出
ス
ヲ
得
ぺ
グ
、
之
ヲ
上
流
－
一
辿

y
－
プ
下
顎
骨
ノ
頭
掛
肝
臓
突
起
ト
載
域
ノ
翼
版
溝
ノ
問
主
建
ス
レ
バ
内
頚

静
脈
ト
椎
骨
静
脈
ト
ノ
交
通
路
ア
見
出
ス
ペ
ク
之
ヲ
結
紫
U
J

、
内
頚
静
脈
λ

此
ノ
交
通
ノ
庶
下
流
－
一
於
－
ア
結
猿
ス
。

（
四
）
、
上
限
静
脈
。
之
A

内
皆
部
ニ
於
ア
除
裂
ニ
平
行
－
一
皮
切
ヲ
施
ジ
、
鼻
前
頭
静
脈
ト
シ
ア
眼
案
内
－
一
入
ラ
ン
ト
ス

Y
部
品
於
ア
結
鼓

ス
。

（
五
）
、
下
限
静
脈
A

下
限
話
静
脈
ト
交
通
ヲ
替
ミ
、
下
服
宮
静
脈
二
問
顔
静
脈
深
根
ト
ナ
M
F

。
故

一一
此
ノ
下
眼
静
脈
ト
下
眼
官
静
服
ト
ノ
交



通
枝
ヲ
結
梨
ス
レ
バ
下
眼
静
脈
ヲ
経
，
プ
鵬
静
脈
血
ノ
賀
逃
ス

Y

ヲ
防
グ
ヲ
得
ぺ
キ
モ
此
ノ
安
通
枝
A

眼
案
内
品
在
Y
ヲ
以
ア
結
染
問
難
ナ
ル
r

d
N

故
二
此
ノ
交
通
枝
ヲ
結
染
ス
M
Y

代

y
－
一
前
顔
静
脈
深
根
及
ピ
下
限
寓
静
脈
ヲ
結
梨
ス
。
（
即
チ
犬
ノ
頭
部
静
脈
－
二
諦
膜
装
置
ナ
キ
ア
以
ア

血
液
ノ
下
眼
寓
静
脈
－
一
逆
流
セ
ザ
Y

7
保
ジ
難
キ
ヲ
以
ア
下
眼
筒
静
脈
ア
モ
結
繋
ス
M
F

ヲ
要
ス

Y
ナ
9
）。

手
術
ノ
方
法
A

口
角
ノ
後
方
－
一
皮
切
ヲ
加
プ
レ
バ
容
易
『
一
前
顔
静
脈
ア
見
出
ス
ペ
ク
、
岐
筋
ヲ
切
開
U
J
4
7

前
顔
静
脈
深
根
ト
ノ
吻
合
部
ア

求
メ
能
フ
限
叫
ノ
上
方
－
一
一
於
ア
深
根
ヲ
結
繋
久
。
究
－
一
下
阪
商
静
脈
A

下
限
窟
孔
ノ
入
口
ニ
一
於
ア
容
易
－
一
之
ァ
結
鈷
ス

Y
ヲ
得
。

以
上
五
静
脈
管
ノ
結
染
又
A

封
鎖
ユ
依

y
脳
髄
ヲ
濯
概
セ

Y
血
液
ノ
頭
蓋
膝
外
へ
流
出
ス
U

Y

7

防
グ
ヲ
得
w
Y
2

ト
P

略
完
全
ト
云
フ
ヲ
得

ペ
キ
毛
此
ノ
結
染
－
一
ヨ

y
－
ア
阻
止
セ
ラ

Y

、
血
液
中
－
二
脳
髄
ア
通
過
ス

Y
血
液
ノ
外
脳
膜
、
頭
蓋
骨
、
眼
球
、
限
筋
及
ピ
涙
腺
等
ヲ
通
過
セ

y
血
液
ノ
一
部
ヲ
モ
混
入
ス
。
是
ァ
防
グ
潟
メ
中
硬
脳
膜
動
脈
ノ
結
致
－
一
ヨ

y
、
脳
膜
ヲ
通
過
ス

Y
血
液
ノ
幾
分
A

除
外
セ
一
プ
V

得
ペ
キ
モ
完

全
ト
A

云
プ
ペ
カ
ラ
ズ
。
又
上
下
限
静
脈
ノ
結
紫
ヲ
康
ス

V

J

眼
球
、
限
筋
及
ピ
涙
腺
等
ア
通
過
セ

Y
血
液
ノ
混
入
ヲ
除
外
ス

Y
ヲ
得
Y
毛、

一
一
一
台
二
其
魚
メ
ニ
脳
髄
ヲ
種
紙
セ

Y
血
液
ノ
一
部
分
A

是
等
ノ
静
脈
ヲ
経
－
ア
宣
治
ス
。
故
－
一
如
何
－
一
ス
M
F

毛
全
然
脳
髄
ノ
ミ
ヲ
通
過
セ
グ

血
液
ヲ
純
梓
－
7
全
部
阻
止
ス

Y

コ
ト
A

不
可
能
ナ

y
。
然
リ
ノ
ト
雄
ド
モ
是
等
上
遁
ノ
混
入
血
液
A

業
ノ
静
脈
管
径
ヨ
リ
ノ
察
ス

Y

Z
脳
髄
ヲ
瀧

蹴
セ

Y
全
血
液
量
－
一
比
ス
レ
バ
極
メ
－
Y
少
量
－
一
ジ
ア
之
ヲ
勘
定
ノ
外
－
一
置
ク
モ
大
訣
ナ
キ
コ
ト
推
定
セ
ラ

Y
。
故
－
一
以
上
ノ
結
故
法
－
一
ヨ
リ

ア
測
定
シ
タ
U
F

脳
循
環
血
量
ァ
以
ア
殆
ド
純
粋
－
一
近
キ
値
ト
見
倣
ス
ヲ
得
ペ
シ
。

上
越
ノ
結
禁
法
－
一
ヨ

y
殆
ド
完
全
－
一
脳
髄
ヲ
瀧
概
セ

Y
血
液
ノ
頭
蓋
腔
外
－
一
流
出
ス

Y
ヲ
防
グ
ヲ
得
ト
雌

γ
モ
余
A

手
術
操
作
ノ
簡
便
ヲ

期
ス

Y
鴬
メ
、
大
多
数
ノ
余
ノ
質
駿
例
－
一
於
－
ア
左
記
ノ
如
ク
脳
静
脈
血
ノ
流
出
ス
w
y

二
大
主
要
路
ノ
ミ
ヲ
結
致
又
A

封
鎖
セ

y
。

〈
二
、
外
一
矧
静
脈
。
余
モ
一
候
ト
同
様
－
一
外
頚
静
脈
ヲ
其
内
顎
静
脈
及
ピ
翼
朕
静
脈
ノ
合
流
部
ヨ
リ
下
流
－
一
一
炉
、
ァ
結
繋
セ

y
。
カ
ク
ス
レ
バ

耳
下
腺
、
二
腹
顎
筋
等
ア
切
断
ス
M
Y

ヲ
要
セ
ズ
。
一
五
プ
迄
毛
無
ク
一
側
ノ
外
顎
静
脈
ノ
結
致
ハ
行
A

ズ
。
是
一
側
ノ
該
静
脈
ノ
流
血
量
ヲ
測
広

ス
Y
A局
メ
ナ
リ
ノ
。

二
乙
、
脊
柱
静
脈
貨
。
上
記
ノ
封
鎖
法
ト
同
様
ナ
リ
。
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此
結
説
法
二
於
－
プ
A

脳
静
脈
血
ノ
一
部
A

此
方
法
－
一
於
ア
結
紫
セ
ラ
レ
ザ
Y
前
逃
ノ
内
頚
静
脈
及
ピ
上
下
限
静
脈
ヲ
経
ア
鼠
逃
ス
ペ
ク
、
向

外
顕
静
脈
ア
結
紫
セ

Y
側
ニ
於
－
プ
プ
内
顎
静
脈
片
品
ピ
翼
賦
静
脈
－
一
ヨ

yeプ
導
カ
U
F

、
血
液
ガ
理
論
上
頭
蓋
腔
ユ
入
リ
ア
結
諜
セ
－
プ
レ
ザ
Y
他

側
ノ
外
頚
静
脈
ヨ

y
流
出
ジ
脳
髄
ヲ
通
過
セ
M
Y

血
液
－
一
混
入
ス
ペ
グ
、
外
頚
静
脈
ヲ
結
染
セ
ザ
Y
他
側
－
一
於
－
プ
プ
内
顎
静
脈
及
ピ
軍
一
般
静
脈
ノ

血
叫
m
A
直
チ
ニ
同
側
ノ
外
顕
静
脈
－
一
流
入
ジ
脳
循
環
血
液
－
一
混
入
ス

Y

モ
ノ
ト
想
的
体
セ
ラ

Y
。
即
此
結
訟
法
－
一
一
於
－
7
A

脳
髄
ヲ
瀧
紙
セ

Y
血

液
ノ
一
部
分
ノ
鼠
逃
ト
他
ノ
臓
器
ヲ
通
過
セ

Y
血
液
ノ
混
入
ス

Y
ヲ
兎
レ
ズ
。
併
シ
是
等
ノ
血
液
量
A
葉
通
、
過
『
A
Y
静
脈
管
径
ヲ
上
記
二
大

主
要
路
品
比
ス

Y
ト
キ
A

脳
髄
ヲ
通
過
ス

Y
全
血
量
－
一
比
ス
レ
バ
極
メ
ア
少
量
ナ
U
Y

ペ
キ
コ
ト
A

推
定
－
一
難
カ
ラ
ズ
。
質
際
－
一
於
－
プ
質
駿
上

前
記
五
静
脈
管
結
強
法
ト
此
二
大
主
要
路
結
訟
法
ト
A

脇
循
環
血
量
測
定
成
績
ニ
炉
、
子
ノ
著
シ
キ
差
異
ヲ
起
す
ジ
メ
ズ
。

脳
循
環
血
量
測
定
貫
験
ノ
順
序
A

左
ノ
如
シ
。

余
A

賓
験
動
物
ノ
慎
重
一
研
一
一
封
ジ
約
三
・

O
括
ノ
五
十
Mm「
ヲ
レ
タ
ン
」
液
又
A

約
一
・
五
銘
ノ
一
，

m盟
酸
「
モ

Y
ヒ
ネ
」
液
ヲ
皮
下
－
一
注
射

シ
、
賞
験
中
「
ェ

l
－7
y
」
ヲ
以
ア
深
蹴
酔
ノ
朕
態
ア
繕
績
セ
ジ
ム
。
特
－
一
「
エ

1

7

Y
」
ヲ
用
ヒ
ズ
ト
明
記
セ

Y
質
験
例
ヲ
除
キ
ア
他

A
皆
此

麻
酔
法
ヲ
用
ヒ
タ

9
0

先
グ
始
メ
－
二
貰
験
動
物
ヲ
腹
位
－
一
臥
セ
ジ
メ
、
自
家
考
案
ノ
麻
酔
用
「
マ
ス
ク
」
ヲ
装
セ

Y
頭
部
固
定
器
－
一
動
物
ノ
頭
部
ヲ
牧
ム
。
此
頭
部
固

定
器
A

一
本
ノ
細
長
ナ
Y
錨
板
ノ
中
央
部
－
一
麻
酔
用
ノ
金
網
製
ノ
「
マ
ス
ク
」
ヲ
僅
カ
ニ
垂
直
ヨ
リ
傾
斜
セ

Y
角
度
－
一
於
ア
附
着
セ
シ
メ
タ

y

毛
ノ
ニ
シ
ア
手
術
憂
ニ
簡
単
－
一
装
用
又
A

Y
レ
ヨ
リ
除
去
ス

Y
ヲ
得
Y

モ
／
ナ

y
o
究
J

ア
雨
側
ノ
脊
柱
静
脈
資
ノ
封
鎖
ア
行
ヒ
、
ソ
レ
ヨ

y

動
物
ヲ
背
位
－
一
臥
セ
ジ
メ
一
側
ノ
外
頚
静
脈
ヲ
内
顎
静
脈
及
ピ
翼
朕
静
脈
分
岐
部
ヨ
η
ノ
下
流
－
一
於
－
プ
結
訣
シ
、
他
側
ノ
外
頚
静
脈
ヲ
露
出
セ
シ

メ
上
方
？
内
顎
静
脈
及
ピ
翼
朕
静
脈
分
岐
部
ノ
下
部
ヨ

y
以
下
前
顔
静
脈
分
岐
部
ヨ

y
少
シ
ク
下
流
－
一
到
Y
迄
外
頚
静
脈
ノ
分
校
ア
悉
ク
結

染
ス
。
衣
デ
前
顔
静
脈
ヲ
業
外
頭
静
脈
分
岐
部
ヨ
リ
敷
糎
上
方
ニ
於
ア
結
梨
シ
、
前
顔
静
脈
ノ
外
頚
静
脈
合
流
部
ヨ
リ
ノ
少
シ
ク
離
レ
タ
Y
部
分

ニ
血
流
計
ア
掃
入
ス
M
F

鴻
メ
ニ
必
要
ナ
U
Y

小
孔
ヲ
穿
チ
、

y
レ
ヨ

y
少
シ
ク
分
岐
部
－
一
近
キ
部
分
由
一
於
ア
前
顔
静
脈
－
－
細
キ
糸
ヲ
纏
絡
シ
置
キ

血
流
測
定
時
以
外
A

此
糸
ヲ
緊
張
セ
シ
メ
其
小
孔
ヨ
リ
血
液
ノ
逆
流
シ
ア
硲
出
ス
M
Y

ア
防
グ
。
前
前
顔
静
脈
分
岐
部
ノ
少
シ
ク
下
・
万
－
－
於
－
Y
外
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Fig. 2 ( dem schr白血ertenBezirk der. Fig. 1 entsprcchentl) 

1.外頚静脈（V.jugularis extcrnn) 

2.前顔静脈（V.facialis anterior) 

3.前顔静脈結紫部（Unterbindur伊 stelleder V. fac. an1.) 

4.血流計婦人裂孔（Schlitzfi.ir die Einfilhrnng d刊 Blnt-

stromrncssers.) 

5.外頭静脈＝包絡セJレ糸（Scblingeum die Y. j時・ ext.)

頚
静
脈
－
一
細
キ
糸
ヲ
緩
カ

－二
櫨
絡
ジ
置
キ
血
流
測
定
時
ノ
外

A

血
液
ガ
自
由
－
一
外
頚
静
脈
内
ヲ
通
過
ス

Y
ヲ
符
ジ
ム
。
究

ニ
一
側
ノ
股
動
脈
一
一
「
カ
ニ
ユ

1
レ
」
ヲ
掃
入
ジ
、
血
脈
摘
主

ノ
装
置
ヲ
施
ジ
、
同
時
三
マ
グ

、不
ツ
ト
｝
ニ
ヨ
ツ
ア
血
腿
描
霊

面
ノ
下
方
－
一
髄
時
－
一
記
競
ヲ
付
ス

Y
ヲ
得
Y
装
世
ヲ
ナ
ス
。

余
A

血
椛
計
ト
ジ
ア
A

車
ナ
Y

一
本
ノ
ニ

l
三
耗
ノ
目
盛

ヲ
施
セ

Y
「
ピ
ペ
ッ
ト
」
ア
用
ヒ
タ

y
。
相
一
シ
宜
（
「
ピ
ペ
ッ
ト
」

ノ
先
端
ノ
口
径
月
前
顔
静
脈
－
一
掃
入
ジ
得
Y
範
閤
ニ
於
ア
能

プ
限

y
大
ナ
ラ
ジ
メ
タ

9
0
是
外
頚
静
脈
ヨ
リ
ノ
「
ピ
ペ
ッ
ト
」

中
－
一
流
入
ス

Y
血
液
ガ
能
フ
限

y
小
ナ
U
F

抵
抗
ヲ
受
ク

Y
如

ク
ナ
サ
ン
目
的
ノ
魚
メ
－
一
外
ナ
ラ
ズ
。

結
鼓
ヲ
行
A

ザ
Y
側
ノ
外
開
静
脈
ノ
流
血
量
測
定
－
一
際
シ

ア
A

前
顔
静
脈
－
一
纏
絡
ジ
世
キ
タ
’
Y
糸
ヲ
綬
カ
ニ
ジ
上
記
ノ

「
ピ
ペ
ッ
ト
」
ヲ
水
平
－
一
保
チ
ア
前
顔
静
脈
ノ
小
孔
－
一
先
端
ア

外
頚
静
脈
ノ
方
向
－
一
部
A

シ
メ
ア
掃
入
ジ
其
分
岐
部
三
連
セ
ジ
ム

Y
ト
同
時
－
一
外
頭
静
脈
－
一
緩
カ
－
一
纏
絡
シ
置
キ
タ

Y
糸
ヲ
緊
張
セ
シ
ム

ν

バ
、
外
頚
静
脈
ヲ
通
過
セ

Y
血
液
A

全
部
「
ピ
ペ
ッ
ト
」
内
ニ
一
流
入
ス
。
血
流
ノ
「
ピ
ペ
ッ
ト
」
ノ
目
盛
ノ
一

l
二
施
ノ
問
ヲ
遇
、
過
セ

Y
時
間
ヲ

「
ス
ト
ッ
プ
ヲ
オ
ツ
チ
」
ヲ
以
－
7
計
測
シ
、
同
時
－
一
其
時
間
ノ
最
初
ト
最
後
ヲ
「
マ
グ
、
不
ツ
ト
」
ア
以
ア
血
腿
揃
蓋
面
－
一
記
セ
シ
ム
。
カ
ク
ジ
ア
或

時
間
内
ノ
外
頭
静
脈
流
血
量
ト
其
時
間
内
ニ
於
ケ

Y
血
摩
ノ
務
化
ア
知
Y

7
特
。
カ
ク
ジ
ア
得
タ
Y

結
果
ヲ
一
定
時
間
内
ノ
脇
循
環
血
量
ト

ナ
セ

y
。
費
験
終
了
後
周
回
－
一
倣
ヒ
流
血
量
測
定
ヲ
行
ヒ
タ
Y
外
頚
綿
服
ヲ
リ
頭
葉
院
内
へ
「
ベ

u
y
y
1
ネ

Y
・
プ
ラ
ク
」
ト
溶
解
セ
ジ
メ

ク

y
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「
グ
ラ
チ
ン
」
ト
ノ
混
合
液
ヲ
注
入
ジ
、
脊
柱
静
脈
資
ノ
封
鎖
ノ
完
全
ナ
リ
ジ
カ
否
カ
ヲ
検
セ
リ
。

（
第
二
）
臨
髄
ノ
陸
素
需
要
量
測
定
法

血
液
ノ
酸
素
消
費
量
測
定
－
二
川
川
引
叫
内
川
ノ
装
置
ア
用
ヒ
タ
リ
1

0

静
脈
血
A

外
頭
静
脈
ヨ

9
採
取
ジ
、
動
脈
血
刀
頚
動
脈
ヨ
η
ノ
探
取
セ

リ
。
郎
静
脈
血
A

外
顎
静
脈
ノ
流
血
量
測
定
ニ
際
シ
「
ピ
ペ
ッ
ト
」
内
二
入

y
タ
Y
血
流
中
ヨ

y
一
括
ヲ
直
接
－
一
採
取
シ
、
動
脈
血
A

実
直
後
－
一

頚
動
脈
ヨ
リ
一
括
ノ
「
ツ
ペ

Y
ク
リ
ン
」
注
射
器
ヲ
以
－
プ
採
取
ス
。
其
際
使
用
ス

Y
「
ピ
ペ
ッ
ト
し
及
ピ
「
ヅ
ペ

Y
ク
リ
ノ
ン
」
注
射
器
ノ
容
量
A

輪
開

メ
精
密
ナ
グ
化
率
天
秤
ヲ
以
ア
計
測
シ
置
ク
。

カ
ク
シ
ア
動
静
脈
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11.urze lnhαltsαngαbe. 

Ueber die Menge des zirkulierenden Blutes und das 

Sauerstoffbediirfnis des Gehirns. 

Von 

Dr. med. TAMENORI YOSHIMASU, Dozent. 

〔Ausder Klinik der orthopadischen Chi 町gieder Kai日rlichenUniversitat zu Kyoto (Prof. Dr. H1NOMU ho.)) 

Experimentelle Methode. 

〔I〕 DieMessung der Menge des im Gehirn zirkulierenden Blutes. 

Hou unterbindet einen grossen Teil des aus dem Gehirn des Hundes abgehenden Venen, I孟sst<las <lurch clas 

G.::hirn passierte Blut aus dem von ihm in die Protuberantia occipitalis gebohrte Loch ~usfliessen und misst die Menge 

仁lesin einer bestimmten Zeit ausfliessenden Blutes. Wir unterbinden den grossten Teil der aus dem Gehirn abgehenden 

Venピil mit Ausnahme der Halsvene auf einer Seite und bestimmen die Menσe des im Gehirn zirkulierenden Blutes b 

d:idu l℃h, dass wir die Stromgeschwindigkeit in der nicht unterbundenen Halsvene messen. 

Wir fohrten die Experimente mit Hilfe der Arbeit Hirotas iiber das Venensystem des Hundegehirns aus. 

Alles clurcb das Gehirn des Hundes ge自osseneVenenblut, begibt sich nach den Venensinussen, verlasst den 

Schadel und flies当tnach dem Herzen zu. Es gibt S Venen, welche aus den Venensinussen vom Schadel nach aus亘en

abgehen, n'imlich die V. jugularis externa, Sinus columnae vertebralis, V. jugularis interna und V. ophthalmica superior 

et inferior. Unter den obengenannten fonf Venen zeichnen sich besonders die V. jug. ext. und der Sinus column. 

事提 1~~ 【担~ !lflU】 相ロ 〈者 〈霊平 （組員室総 国111)



担~4＜~ 【腿柳】 明口 組 <m< （組長包聖書 E亙〉

vertebr. <lurch ihre Grosse aus, weil sie <las im machtigen Si;rns transversus sich ansammelnde Blut aufnchmcn. Man 

kann sie desh:i.lb als die zwei Hauptwege fiir das aus dem G己himab:iie.>sende Venenblut bezeich田口．

Die obenerwahnten 5 Venen !assen sich fast vollst知digunterbind己、1. Ab:!r zwεcks Vereinfachung d:!r Operations-

technik unterbinden oder verschliessen wir in ι］en meisten Experimenten nur die zwei Hauptwege des Hirnven巴nblutcs,

inmlich die V. jug. ext. und den Sinus column. verteb. 

Das Experiment verl加ftwie folgt: Subkutane I吋ektionvon ca. 3・0ccm einer 50折igenUrethan-Lうsungoder ca. 

I・5ccm einer I折igenLうsungwon Morphinum hydrochloricum. Aufrech'.erh:J.ltung der ticfen Narkose <lurch Aether. 

Zuerst verschliessen wir die beid三rseitigen Sinus column. ve tebr. Dann unterbinden wir auf einer Sεite unterh:i.lb 

der Verastelung der V. maxillaris interna und V. pterygoidea die V. jug. ext., Iegeri die anderseitige V. jug. ext. 

bloss und unterbinden die meisten Aste derselben. Weiter unterbinden wir die V. facialis ant. einige Zentimeter 

oberhalb der Teilungsstelle der V. jug. ext. und legen zwecks Einfiihrung des Blutstrommessers an der V. fac. ant. 

etwas oberhalb der Teilungsstelle der V. jug. ext. einen kleinen Schlitz an. (Siehe Fig. zりDaraufl巴genwir ein 

Schlinge schla百umdie V. jug. ext. etwas unterhalb der Teilungsstelle der V. fac. ant. und !assen den Blutstrom 

ausser der Zeit der Bestimmung der Blutstromschnelligkeit frei fliessen. Weiter bringen wir auf der einen Seite eine 

Kaniile in die V. femoralis uncl bereiten alles zur Aufzeichnung des Blutdruckes vor. 

¥Vir verwenden als Blutstrommesser eine einfache Pipette mit einer Skala von 1-3 ccm. D孟sKaliber der Spitze 

der Messpipette machten wir zwecks Einlegens in die V. fac. ant. mδglichst weit. Um  die Blutstromschnelligkeit der 

nicht unterbundenen V. jug. ext. zu bestimmen, fuhren wir die Messpipette in den Schlitz der V. fac. ant. in der 

Richtung nach der V. jug. ext. ein, wobei wir die Pipette die兄 rVene parallel hi.lte日. So':nld di:: Spitze der Pipette 

die Teilungsstelle der V. jug. ext. erreicht h1.t, wird die schlaぼumihr lie5ende S;;hlingご gc>?3.n九t,SO d.l.;S d己rg.inze 

Blutstrom, welcher aus dem Gεhim in die V. jug. ext. 1王ommt,in das Innere der 'Pip巴tteflie.Bt. Wir bestim:nen die 

Zeit mit der Stoppuhr, in welcher der Blutstrom 1 oder 2 ccm der Skala der Pipette passiert. Auf diese W cise ki:i:rne日



"-ir die in einer bestimmten Zeit zirkulierende Blutmenge des Gehirns fe,_,t刈dlen.

日I〕 Bestimmungdes Sauerstoffbediirfnisses des Gehims. 

Wir bent』tzenzur Bestimmung des Sauerstoffverbrauches des Blutes den Barcroftschen Apparat. Das Venenblut 

nehmen wir aus der V. jug. ext., das arterielle Blut aus der Art. carotis t』ndbestimmen die Di仔erenzιle呂 Sauerstoff-

gehaltes des venosen und arteriellen Blut巴S von je r ccm. Wenn man diese Differenz mit der Menge des in einer 

bestimmten Zeit zirkulierenden Blutピメ des Gehirns multipliziert, erh~Ht man d~s Sauerstoffbedtirfnis des Gehirns in einer 

bestimmten Zeit. 

電産K~ 【医樽】

Einige Resultate unserer Expermente: 

IV. Hund. Korpergewicht 14.6 Kg Himgewicht 9I.o g. 47・0ccm 

Blutdrnck 

(mm Hg) 

93 

88 

70 

64 

61 

53 

45 

引Q ~者

50%iger Urethan-Lo日mg.

, , Zirkuliercndes I 
Zirh1lierendes I 02・Verurauch I I ()., -Vcrbrnuch 
Blut des日ehirns¥ vふIccm Blut ¥ Blut臼r叫｜向；叫 Geh日I IGehirn per Min. I per Mim （ピCt p町 l¥lim

一~1 • ~g -=:I二；ゴ：：；
31.6 0.132 0462 

66.6 

0・330

0・331

0・337

I) 8 0.185 0.278 

にfID；司 （緑区聖書 gr }f:j) 



電$4く終 【出量 柳】 相 4事 にて附O （事長E事長 gr 4() 

IX. Hurni. K川I'目L立T刊 ・iしht18-450 Kg. Hirngewicht 83・og. 4.0 ccm 50%iger 
rethJn-Li'1;ung per Kilog. K日：per呂町icht.

Blutdrnck Zi1kul. B!ut CL -Verbrauch χirkul. Blut ftir 02 -Verbrouch 
des ( ;ebims J:t von 1ccm Blut IO g Gehirn per ftir IO g Gehirn 

(mm Hg) Minute (cc per Mi nu le ( ccin) Min (cc) rer Min. ( ccm) 

82 75・0 0.071 9・0 0.639 

75 60.0 0・087 7・2 o.626 

74 57・0 0.093 6.9 0.642 

55 41.4 0.129 5・0 0.645 

Viel Blut entnommcn. 

37 31.6 0.107 3.8 0・407

Schluss. 

r) Die Menge des zirkulierenclen Blutes des Gehirns nimr此 fastpropo凶onalder fliilie des Blutdruckes zu oder 

ab. 

2) Das Sauer,,to任bedC11fnis des Gehirns i-;t l、onstanttrotz der Zu- oder Abnahme der zirkuli巴rendcn Bl山 nenge.
¥¥・enn aber die zirkulic1でndeBlutmenge erst untcr eine bestimmte Grem:e abnimmt, vermindert sich auch das Sauer吋。ff-

bec¥C1rfnis uncl geht dann fast parallel mit der Abnahme der zirkuliere11clen Blutmenge. Die Grenze d巴rzirkulierenden 

Hlutmengじ， wo clas Sauersto陥 edurfni討 abnimmt, ist in un日亡ren Experimenten I・7-3.8ccm per Minute fii1・ 10 g Gehirn. 

3) Das Sauersto任bedlirfnisbetragt for IO g Gehirn 0.290ー 0.826ccm I〕erl¥1'inute. 


